
源氏物語 紫式部ゆかりの花の寺

〒���-���� 滋賀県大津市石山寺�-�-�
■大阪・京都方面から 「名神高速道路 瀬田西IC 出口」 から約��分
■東京・名古屋方面から 「名神高速道路 瀬田東IC 出口」 から約��分
■宇治方面から 「京 滋 バイパ ス 石 山 IC  出口 」 から約��分

JR石山駅から
■京阪電車 京阪石山坂本線「石山寺駅」下車 徒歩（約��分）
■江若バス（約��分）「石山寺山門前」下車 徒歩（約�分）

お車でお越しの方

公共交通機関でお越しの場合
アクセス

一般社団法人石山観光協会
TEL ���-���-����

石山寺 検 索
https: / /www.ishiyamadera.or. jp   
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※駐車場は「石山寺観光駐車場（有料）」をご利用ください。
※なお、カーナビを使って石山寺にお越しの際は、
　目的地を「石山寺観光駐車場」と設定してください。
　※「石山寺」と設定すると駐車場がない場所へ案内されます。

ライトアップに関するお問合せ

鑑賞料無料
※別途夜間入山料が必要です

��:��～
����年��月��日（金）&��日（火）

時間

日付

料金本堂会場

和 紗  かずさ

「青鬼太鼓」奉納演奏

戦国時代、石山寺は戦乱に巻き込まれ、
多くの経典や堂宇が失われました。
その後、僧侶をはじめ、瀬田城主の山
岡氏、公卿・三条西実隆や豊臣秀吉の
側室・淀殿など、僧俗や身分を超えた
さまざまな人々が経典の補写事業や堂
塔伽藍の再興に力を尽くし、石山寺の
復興を支えていきます。
今回の展示では戦国時代の復興事業を
中心に、石山寺や『源氏物語』とゆか
りの深い人々について、寺宝を通して
ご紹介します。

石山寺の高僧朗澄律師の遺徳をしのぶ青鬼まつりで、
地元の子供たちにより奉納演奏される「青鬼太鼓」を、
�� 月 �� 日に特別に演奏します。
※雨天の場合は中止

��:��～��月��日（土）日時

石山寺東大門前会場

�月�日（火）～��月��日（月）期間

石山寺豊浄殿会場

秋季 石山寺と紫式部展
石山寺所蔵の「源氏物語」や紫式部に関する宝物展

��:��～��:��時間 （最終入館 ��:��）
※ライトアップの時間帯（夜間）は閉館となります

大人���円／小学生���円料金 ※別途昼間入山料が
　必要です

石山寺ゆかりの

ぬくもりをくれる、
　　　　京都の癒し声

「ずっと聴いていたい声」と評されるシンガーソングライ
ター。���� 年 Sony Music よりメジャーデビュー。フジテ
レビ系ドラマ主題歌起用、アニメーション作家、新海誠 監督
の短編映画「だれかのまなざし」への主題歌提供、『京都 国
民文化祭 ����』メッセージシンガーに選ばれ、当時の皇太 
子殿下 ( 現天皇陛下 ) の前で歌声も披露する。その後所属事
務所を離れ独立。 ���� 年 � 月よりエフエム京都 α-STATION 
にて自身の番組「Thirty Note」をスタートし、DJ も務める。

和紗 �Daysライブ

紫式部からおよそ ���� 年、
石山寺で完成した現代の恋の歌を披露
石山寺に参籠して「源氏物語」の構想を練った紫式部か
らおよそ ���� 年。京都のシンガーソングライター和紗
と 北 小 路 直 也 が 幾 度 も の 石 山 詣 の 中 で 美 し い 恋 の 歌

「出 せ な い 恋 文」を 書 き 上 げ ま し た。今 年 も 地 元 滋 賀 県
出身のピアニスト花田えみが演奏で参加し、トリオ編成
でお届けします。錦秋の夜に、歌声が心に染み入る２日間。
特別な時間をお楽しみください。

あたら夜もみじ特別プログラム

[お問合せ]  TEL 077-537-1105（9時～20時30分）[主催] 大本山石山寺／一般社団法人石山観光協会
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11.13 11.29Fri. Sun.2026.
（入山は20:30まで）17:30 21:00時 間 大人 800円 中高生 600円 小学生 300円夜間入山料

※8時から16時に入山された場合も、16時30分の閉門までに下山いただきます。夜間に再入山される場合でも別途夜間入山料が必要です。
※昼間は別途600円（小学生250円）の入山料が必要 ※団体等の割引設定はありません。
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平安時代に建立された滋賀県最
古の木造建築（国宝）。崖造りの縁
側から見下ろす紅葉も楽しめます。

水面にさかさに映る紅葉は息を止
めてしまうほどの美しさです。

普段は非公開の白砂が広がる空間。ライト
アップの時間帯のみ特別開放される庭園。

願い事を心に想いながら通ると叶うと言
われる洞穴。夜にくぐるとより神秘的。
（滑りやすいため雨天は通行止めになります。）
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石山寺の信仰の対象である硅灰石。
その上には国宝の多宝塔が見えます。
石山寺の象徴的な景色のひとつです。
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「あたら夜もみじ」の象徴的な景色。奥へと延びる行燈に
誘われるように、紅葉のトンネルを進んでいきます。

鎌倉時代の建立。両脇に運慶、湛慶の作による仁王像が配置さ
れています。中央の大門から見える紅葉が輝く参道が、まるで
別世界のように映ります。

天智天皇が都のために切り出し
た、1300年の歴史を纏う聖地です。
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朱色の橋の向こうに滝と紅葉の
ある日本庭園。
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特別企画

下
向
坂︵
御
影
堂
︶

①通行の妨げにならないよう、参道中央での三脚使用はお控えください。
②他の方も撮影できるように、長時間の場所の独占はお控えください。
③対面を避けるため、参道では20時30分以降は東大門外側からの撮影のみ
　とさせていただきます。
※なお企画演出内容は変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

撮影時の
お願い
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